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DNAという化学物質の持っている情報

はいわば生命の設計図です。その設計

図を元に実際のさまざまな生命活動の

場で働いているのはタンパク質という部

品です。このタンパク質達は一つ一つの

部品として作られますが、働くときは他の

タンパク質と共同して働きます。ですから

タンパク質同士の相互作用を解析する

ことは、生命の基本現象の理解に大き

く貢献しています。その方法は、まず解

析しようとするあるタンパク質を釣り餌に

しておいて、すべての細胞内タンパク質

の海から獲物を釣り上げます。獲物が引

っ掛かったときだけ宿主の酵母菌が生え

るような仕掛けをしておくと、寒天培地上

に生えてきた酵母菌を調べるだけで相互

作用するタンパク質を見つけることが出

来るのです（図１）。解析の一例を紹介し

ましょう。単細胞で生きている微生物は

さまざまな外界の環境変化に晒されてい

ます。温度、pH、浸透圧等々の変化は

ストレスとなって細胞の生育に影響を及

ぼします。それに対して細胞はさまざまな

応答機構を働かせて自分の身を守る仕

組みを備えています。このような仕組み

の分子機構の一端を解き明かすことが

出来ました（図２）。ぜひポスターを見て説

明を聞いてください

仲間で働くタンパク質

吉川博文 東京農業大学出展責任者
所 属

図１.ＸとＹの２つのタンパク質が結合すると（Ａの場合）
リポーター遺伝子が働きこの酵母は生育する。結合
しないときは（Ｂの場合）酵母は生育できない。

図２．各種のシグマ因子（○）は対応する抗シグマ因
子（□）に活性を抑えられているが、さまざまな外界の
ストレスに応じて活性化され遺伝子発現を司る。
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光で遺伝子をあやつる！

安藤秀樹 理化学研究所　脳科学総合研究センタ－出展責任者
所 属

みなさんは自分がお母さんのおなかの中

でどのように赤ちゃんにまで成長できたの

か知りたくありませんか？実は生き物の体

はみな同じように、たくさんの遺伝子たち

が協力しあって作られていくのです。遺

伝子たちはそれぞれ自分の働く場所や時

間、それに助け合う仲間たちが決まって

います。私達はかれらのそういったチ－ム

ワ－クのすべてを知ることで、なぜ自分

達が産まれてきたのかを知ろうとしていま

す。ゼブラフィッシュという熱帯魚は卵の

中で成長しますから、魚の形になるまでの

あいだが丸見えです。そこで私達はこの

魚が赤ちゃんになるまでに遺伝子たちの

チ－ムワ－クをわざと乱してみました。遺

伝子のひとつを檻の中に閉じ込めて働

けなくします。でもこの檻のカギは光で簡

単に開くのです。だから魚になりかけの胚

（私達では胎児）で彼を自由にするため

には、すきな時にすきな場所（頭など）に

ちょっと光をあててあげればいいのです。

彼が閉じ込められている間、または彼が

自由になった後、まわりの仲間たちがどう

ふるまうかで彼の役割や一緒に働くメン

バ－を知ることができます。詳しいやりか

たは会場でお話しします。
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ゲノムＤＮＡの糸まりを引っ張ってみよう！

加畑博幸 東京大学大学院工学系研究科出展責任者
所 属

生物をどのように形作り、どのように保っ

ていくのか、それはＤＮＡという細長い糸

が決めています。ＤＮＡは細胞の中で折

りたたまれて存在し、それは長い糸を丸め

て糸まりにしたようになっています。その

ＤＮＡの糸には記号が並んでいて、それを

基に生物は作られ維持されるわけです。

その記号はＤＮＡの糸が解けて伸びてい

るときは読めますが、ぎゅっと丸まった状

態では読むことは出来ません。そのためＤ

ＮＡの糸まりがところどころ解けたりまた

丸まったりすることで記号の読み取りはコ

ントロールされています。私たちがＤＮＡ

のはたらきを調べるときもＤＮＡの糸まりを

解いて糸を取り出し調べる必要がありま

す。私たちの研究ではＤＮＡの糸まりに対

して流れを起こして糸を引っ張り出しそ

の動きを観察しています。（川でふんどし

を洗うところをイメージして下さい。流れ

に沿ってふんどしが伸びてなびいていま

す。）流れは電気的な力によって起こし、

ＤＮＡが流れの有る無しで伸びたり縮ん

だりする様子が観察できます。今回の展

示では実際に装置に触れてＤＮＡを伸ば

したり縮めたりしていただく予定です。是

非ＤＮＡの糸で遊んでみて下さい。

図1  川でふんどしを洗っているところ

図２ＤＮＡの糸
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DNAやRNAなどの核酸は、もともと生体

情報の維持・伝達・発現において主要

な役割を果たす生体高分子として知られ

ていました。特にDNAは人体（生物）の

設計図とも言われています。しかし、リボ

ザイムと呼ばれる触媒機能をもつRNA

の発見がきっかけとなり、酵素のように特

定の反応を触媒する機能性核酸（リボ

ザイム）や抗体のように標的分子に特異

的に結合する機能性核酸（アプタマー）

が創製されるようになりました。それを可

能にしたのがSELEX法（試験管内選択

法）という研究手法です。

SELEX法はライブラリーと呼ばれるラン

ダム配列をもつ多数のRNA (DNA)プー

ルの中から、特定の分子に結合する

RNA (DNA)分子を選択する方法です。

一般にSELEXには（化学修飾していな

い）天然型の核酸が用いられますが、近

年、修飾核酸（人工核酸）でもSELEX

に適用できることが明らかにされました。

修飾核酸をSELEXに適用することによ

って、より優れた活性をもつ機能性人工

核酸の創製が期待されています。

ポスターセッションでは、実験器具などの

展示品を用いて、どうやって機能性人工

核酸つくるのかを詳しく紹介します。

SELEX法で機能性人工核酸をつくる

桑原正靖 群馬大学工学部応用化学科出展責任者
所 属

（図2）SELEX法による機能性人口DNAの創製

（図1）SELEX方による機能性RNAの創製
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ゲノムで迫る細胞の働き ゲノムで迫る細胞の働き

ゲノムで迫る細胞の働き ゲノムで迫る細胞の働き

１）卵の中の魚の胚に、光のカギで両眼の間
でだけ遺伝子を檻からだしてあげる。

２）光のカギで自由になった遺伝子（働くと緑色に光るタンパク質をつくる）がそこだけで働きはじめる。


